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木
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・現
場
で
不
正
軽
一油
判
定
・、

２
の
１４
、
山
本
弘
信
社
長
、
０

４
２

・
９
６
８

・
２
２
８
２
）

は
軽
油
に
重
油
や
灯
油
な
ど
を

混
ぜ
た
不
正
軽
油
を
判
定
で
き

る
軽
油
品
質
管
理
用
の
簡
易
セ
・

ン
サ
ー

（
写
真
）
を
開
発
し

た
・。
検
知
プ
ロ
ト
ブ
を
サ
ン
プ
一

ル
油
に
浸
す
だ
け
で
、
軽
油
に

重
油
や
灯
油
な
ど
が
ヽ
ど
の
程
〓

度
ヽ
混
和
し
て
い
る
か
を
液
晶

デ
ジ

・
タ
ル
表
示
崎
き
る
ゃ
軽
油
・

引
取
税
を
脱
税
す

‐る
こ
と
な
ど
・

を
目
的
に
蚕
止
軽
油
が
大
量
に

製
造
さ
れ
て
い
る
が
、
排
ガ
ス

中
の
有
毒
物
質
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
か
ら
環
境
に
も
悪
影
響
を

与
え
る
「
　
　
　
′

」
　

，

∴
全
国
松
Ｌ
搭
派
で
億
不
正
鰹
」

油
を
摘
発
す
る
た
め
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
車
の
燃
料
で
あ
る
怪
油
の

路
上
抜
き
取
り
調
査
を
実
施
”

し
か
し
現
場
で
抜
き
取
っ
た
サ

ン
プ
ル
を
持
ち
帰
り
、
専
門
家

に
成
分
分
析
を
依
頼
し
て
判
断

し
て
い
る
た
め

，
費
用
と
時
間

が
か
か
る
プ
そ
の
た
め
調
査

・

分
晰
に
も
限
界
が
あ
る
「
こ
れ

に
対
し
犬
可
回
の
「軽
油
チ
ェ
ッ

カ
Ｉ
Ｄ
ｉ
一
ｓ‐
ｅ
ｐ
Ｓ

ｅ
ｎ
ｓ

ｅ
」
は
、
現
場
で
大
量
の
サ
ン
プ

ル
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

‐１
次
ス
ク

リ
ー
ミ
ン
グ
用，
に
利
用‐

，
ぎ
、

不
正
軽
油
と
見
な
さ
れ
る
サ
ン

プ
ル
だ
け
を
分
析
す
れ
ば
よ
い

の
で
、
不
正
軽
油
の
調
査

・
分

析
の
効
率
化
に
貴
献
で
き

‥
る
。

検
知
部
に
は
電
気
を
使
用
せ

ず
，

検
知
ヘ
ッ
ド
と
表
示
ユ
三

ッ
ト
本
体
間
の
信
号
の
入
出
力

・
を
光
フ
サ
イ
バ
ー
で
行
っ
て
い

る
の
で
、
火
花
な
ど
も
発
生
し

な
い
「
ラ
ボ
用
と
野
外
用
の
２

鰹
腫
聾
噛
畔

く
自
治
体
限
定
で
販
売
を
開
始
一

す
る
‐，。価
格
は
未
定
。
　

‐

３
５
０
イ
メ
野

７５
×
縦
１
９
０

×
厚
さ
３８

リミ
厨
で

，、
董
量

が
６
５
０
イ
ン０
０
０
０
Ｐ

型
の
ア
ル
カ
リ
乾
電
池
で

・連
続
５
時
間
使
用
で
き

る
。


